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上：東日本　平均値ー数量 6256.8g　金額 2804.0 円
価格　0.45 円 /g
下：西日本　平均値ー数量 3955.0g　金額 2887.6 円
価格　0.73 円 /g
図 13：南瓜　数量：金額散布図
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家計調査にみる購入数量と支出金額との特異的相互関係に基づく食消費構造の解析−特異的な相互関係の検討−
　南瓜についての数量、金額、価格の変動係数
が小であるという報告１）から推定できるよう
に、図13散布図では、ドットのばらつき小さく
まとまりがよい。そのため、一定の傾向が生ま
れにくく、結果としてsk相関係数が低くなっ
たものと推定される。
２－２．卵
　散布図（図14）の金額が最高値の徳島と最低
値の滋賀は、デンドログラムは図示していない
が、クラスター分析ではそれぞれ単独である。
この両県を外れ値として除いたsk相関係数値
は、表２に示すように、低下するので、この係
数の低さは金額が最高値の徳島と最低値の滋賀
の影響と考えられない。
　前報１）によると、卵は食料141項目中で価格
および数量変動係数値はともに最低、金額変動
係数は下から３番目と低いことから推定できる
ように、散布図上のドットは小さくまとまって
分布している。
　全国の各家庭では、価格優等生の卵を似た価
格でもってほぼ決まった量を購入し、結果とし
ていずこも同じような支出となり、変動幅が狭
くなった。そのため、sk相関関係が不明確と
なり、結果として相関係数が低くなったものと
考えられる。
２－３．他の穀類
　米、小麦、蕎麦を除く穀類としての「他の穀
類」を構成する主な穀物は、押し麦としての大
麦とトウモロコシである。しかし、トウモロコ
シはスイートコーンのように、青果として食さ
れるものが多いのではなかろうか。
　長崎と沖縄は、デンドログラムは図示してい
ないがクラスター分析によると、数量は多く、
金額は少なく、価格が特に安いことで共通し、
他地域と乖離している。また、散布図（図15）
の金額4000円前後で数量の多い２ドットが長崎
と沖縄に該当するので、この両県を外れ値とす
る、外れ値を除外することで、相関係数は全国
の0.512から0.705へと顕著に上昇する。このこ
とから、低いsk相関係数は外れ値の存在によ
るものと推定される。
　長崎、沖縄両県が外れ値になる理由として、
大小の島々が多く平地と水田が少ない地勢であ
ることから、かってはエネルギー源を米以外の
麦類や芋類に頼ることが多かった４）５）ことに
由来するもの考えられる。
２－４．キャベツ
　散布図（図16）において、左上にやや離れて
いる２個のドットは沖縄と兵庫に該当する。図
示してないが、クラスター分析のデンドログラ
ムで確認したところ、他と乖離しているので、
図 14：卵　数量：金額散布図
図 15：他の穀類　数量：金額散布図
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外れ値と考えられる。沖縄と兵庫両県の購入価
格は47都道府県庁所在市中１，２位、数量は下
から１，３位であって、価格が高いためか、購
入数量が少ない点に特徴がある。
　この両県を外すことで、sk相関係数は全国
の0.447から0.638へとアップする。ドットのば
らつき小さくまとまりがよいことと、外れ値の
存在がsk相関係数を下げているものと推定さ
れる。
２－５．豆腐
　sk散布図（図17）の右上に飛び離れたドッ
トが岩手、ps散布図（図19）の右下に離れた
２個のドットが沖縄と兵庫に該当する。デンデ
ログラム（図18）のクラスターｂは岩手、a2は
兵庫と沖縄である。
　数量と金額ともに47都道府県所在市中で最高
である岩手は、豆腐を盛んに食する県といえる。
購入価格および数量が、沖縄は１位と45位、兵
庫が２位と最低の47位であって、ともに高価格
で少量購入という特徴を持っている。これら３
県は外れ値の可能性が高い。
　しかし、外れ値の岩手を除いた場合のsk相
関係数は0.161へ、岩手、兵庫、沖縄３県を除
いた場合は0.255へと、反って低下するので、
sk相関係数の低さは外れ値によるものではな
い。
図 16：キャベツ　数量：金額散布図
図 17：豆腐　数量：金額散布図
図 18：豆腐　デンドログラム
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　現在、豆腐は極端に安価なものから高価な“こ
だわりもの”まで多様なものが売られているが、
ps散布図には高い負の相関が認められるので、
より安いものへの志向は揺るぎないものと考え
られる。
　豆腐は、全日本人にとって身近で不可欠な食
材として、ほぼ同じ量を同程度の支払いでもっ
て消費してきたことは、前報（１）で示した数
量変動係数の小ささからも予測できることであ
る。結局、変動幅が小さくなることで、はっき
りした相関関係が生じなくなり、sk相関係数
が低くなったものと推定される。
３．相関係数のまとめ
　以上、検討した結果得られたデータのうち、
日本の東西など地域を分けた場合と外れ値を除
外した場合のsk相関係数をまとめ、表１、２
に示した。
要　約
　先に、平成19年総務省統計局「全国家計調査
年報の「食料」部門の141項目について数量対
金額相関関係を検討したところ、７割を超え
る食品が相関係数0.8以上の値を示した。今回、
相関係数0.6～0.26の食品について、この低相関
をもたらす理由と背景を、次の様に明らかにす
ることができた。
（1）変動幅が小さいため、明確な相互関係が生
じ難くなり相関係数が低下する。卵、豆腐、
キャベツのごとく普遍的、日常的な食品が
多い。
図 19：豆腐　価格数量散布図
表１　東西に分けた場合の相関係数
表２　外れ値を除いた場合の相関係数
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（2）外れ値の存在により、相関関係の均一性が
減少し、相関係数が低下させるもので、外
れ値を除外することで係数は相関が上昇す
る。内容が一様でない場合が多く、他の穀
類、他の果物、食塩などが該当する。食塩
の場合には、いわゆる自然塩の影響を推定
した。
（3）食文化や伝統を異にするものを一体化させ
たことにより、相関が混沌化し、低相関係
数値を示したもの。東日本と西日本で顕著
な異なりを示す場合として葱、上方とその
他の地域で異なりを示す場合として緑茶が
ある。
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